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従事用法の表現では典型的には「言葉」が、周辺事例としては「情報」や「視

線」などがトラジェクター（第一焦点参与体）として移動することを確認す

る。
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2. 従事用法の特徴

本論文では従事用法を、 (1)で表現されているような二つの行為（「話をす

ること」と「昼食を食べること」）が同時に行われていると解釈できる表現と

して定義する。すなわち従事用法とは次の (2)にある‘overa period of weeks' 

のような典型的な時間用法とは異なる用法として捉えられる。

(2) He spent his money over a period of weeks. (Brugman 1988: 19) 

(1)のような表現は、特別な文脈を与えなくても従事用法として解釈が得ら

れることから、従事用法のプロトタイプとして捉えられる。

以下の (3) と (4)の違いを見ると、従事用法を考察するにあたって直面す

る問題点が浮き彫りとなってくる。

(3) We talked over (a cup of) coffee. *3 

(4) ?We talked over (a glass of) water. 
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